
第 44 回総合治水ワーキングチーム会議の協議結果 

 
 日 時 平成１８年６月２９日（木）17：30～22：00 
 場 所 西宮市男女共同参画センター ４１１号室 
 出席者 （委員）松本（誠）、池淵、奥西、川谷、畑、村岡、岡田、加藤、佐々木、田村、

中川、浅見、伊藤、草薙、酒井、谷田、土谷 
（河川管理者）田中、森田、渡邊、前川、前田、西村、合田 
（事務局）林、長尾、植田 

 
内 容(協議結果) 

１ 総合治水対策の検討 

（１） 低水路及び高水敷の粗度係数 

   第４５回流域委員会で傍聴者から配付された意見書「流下能力に関わる問題での疑問

と意見」について、平成１４年の武庫川治水計画検討業務報告書の資料に基づき河川管

理者から説明を受け協議した結果、下記のことを確認した。 

  ① 粗度係数については、洪水痕跡から計算した逆算粗度と計画で用いる推定粗度とは

異なる。それに伴い流下能力の評価にかなりの差が出るが、計画では、推定粗度が採

用されている。武庫川における逆算粗度を計算する痕跡データ等が少ないことから、

安全側の数値を採用した県の考え方は現時点では間違いとはいえないと判断し、流域

委員会に報告する。 

  ② 本日のワーキングチーム会議資料は、流域委員会で閲覧できるようにする。 

 （２） 千苅ダムの検討 

千苅ダムの治水活用について、多目的ダム化案の４つのバリエーションについての試

算結果等の検討資料を協議した結果、下記のことを確認した。 

   ① 新たに追加された非常用洪水吐けとトンネルの増設や追加放水トンネル、立坑の設

計等についてはさらに検討が必要である。 

② 各委員が千苅ダムの治水活用をどの様に取り扱うかをまとめ、できれば次回ワーキ

ングチームに意見書として用意する。 

   ③ 次回ワーキングチーム会議では、この資料をベースとして神戸市のヒアリングを踏

まえ、どれが現実的な選択肢になるか等について検討する。 

 

２ その他 

(１) 次回以降の会議の協議事項 

 ① 神戸市ヒアリング 

② 総合治水対策 

 

(２) 今後の日程（開催日時） 

第 45 回  7 月  4 日（火）16：30～ 

第 46 回  7 月 13 日（木）14：00～ 

第 47 回  7 月 21 日（金）13：30～ 

第 48 回  7 月 28 日（金）15：00～ 

第 49 回  8 月  4 日（金）13：30～ 

 

≪当日配付資料≫ 

  資料１  千苅ダムの検討 
  資料２  低水路の逆算粗度係数と推定粗度係数について 
  資料３  高水敷粗度係数について 
  資料４  千苅ダムの参考資料（伊藤委員） 
  当日配付 千苅ダムにクレストゲートを設置する件（奥西委員） 

第 46 回流域委員会
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